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東
海
道
守
口
宿
・
守
口
駅

　
「
産
業
分
布
論
」
を
専
攻
す
る
経
済
地
理
学
者
で

あ
る
著
者
は
、
そ
の
か
た
わ
ら
家
蔵
の
守
口
宿
に
関

す
る
根
本
史
料
を
駆
使
さ
れ
て
、
同
宿
の
研
究
に
あ

た
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
一
書
に
ま
と
め
ら
れ

た
。　
本
識
は
「
徳
川
時
代
に
お
け
る
守
口
宿
」
と
「
明

治
維
漸
後
の
守
口
宿
・
守
口
駅
」
の
前
後
二
篇
に
わ

か
れ
、
そ
の
中
に
宿
の
成
立
・
構
成
・
役
職
負
・
助

郷
・
本
陣
と
旅
籠
屋
・
継
立
て
と
通
行
・
財
政
・
維

新
拐
後
の
宿
駅
制
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
、
原
史
料
を

燈
當
に
引
用
し
つ
つ
論
証
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
に
最

も
近
い
宿
で
あ
る
た
め
、
人
足
継
ぎ
の
み
を
行
な
う

休
息
所
と
し
て
の
性
格
が
濃
い
小
駅
で
あ
り
、
助
郷

村
の
疲
弊
も
比
較
的
少
な
か
っ
た
な
ど
の
同
宿
の
特

色
が
、
な
か
ば
以
上
の
頁
数
を
し
め
る
史
料
に
裏
づ

け
ら
れ
て
、
克
明
に
え
が
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
と

に
、
　
「
町
村
と
宿
駅
と
の
関
連
漏
や
「
維
新
復
後
の

宿
駅
制
度
」
な
ど
は
、
従
来
と
ヴ
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
問
題
で
あ
り
、
教
え
ら
れ
る
点
が
多

い
。

　
徳
川
時
代
の
宿
駅
の
内
容
は
、
各
宿
ご
と
に
異
な

り
、
原
則
で
は
律
し
え
な
い
た
め
、
本
書
の
よ
う
に

一
つ
の
宿
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、

史
料
集
と
し
て
の
価
値
も
大
き
い
本
書
の
田
版
は
極

め
て
有
意
義
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
叙
述
の
撃
退
に

あ
る
多
く
の
史
料
に
は
、
　
読
み
や
す
く
す
る
た
め

〔
　
〕
内
に
、
字
を
補
っ
た
り
し
て
い
る
な
ど
、
行

届
い
た
配
慮
が
み
ら
れ
る
。
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三
木
与
吉
郎
編

阿
波
藍
譜
　
栽
培
製
造
篇

　
さ
ぎ
に
「
三
木
文
庫
所
蔵
庶
毘
史
科
目
録
」
を
刊

行
さ
れ
、
学
界
に
貢
献
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
三

木
産
業
株
式
会
社
が
、
そ
の
修
史
事
業
の
一
環
と
し

て
、
斯
業
に
関
係
の
深
い
藍
関
係
文
献
を
集
成
し
て
、

一
興
を
公
刊
さ
れ
た
。
三
木
家
譜
十
三
世
当
主
の
編

に
な
る
『
阿
波
藍
譜
』
一
冊
が
そ
れ
で
あ
る
。
日
本

資
本
主
義
発
達
史
の
上
で
、
藍
は
商
業
的
農
業
の
重

要
な
一
品
爵
と
し
て
、
夙
に
注
目
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
明
治
以
降
、
外
国
産
藍
、
耀
い
は
人
造
藍
の

輸
入
に
お
さ
れ
て
、
漸
次
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
と
は
い
え
、
そ
の
位
鷹
は
な
お
研
究
上
の
好
個
の

課
題
と
い
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
就
中
、
阿
波
藍

の
名
が
、
国
内
市
場
に
も
っ
と
も
卓
絶
し
た
地
位
を

占
め
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
に
属
す
る
。
・
今
國

刊
行
に
及
ば
れ
た
『
阿
波
藍
譜
』
は
、
十
一
世
三
木

与
吉
郎
順
治
の
稿
「
藍
の
栽
培
及
び
製
法
」
に
始
ま

り
、
阿
波
藍
の
栽
培
・
製
造
に
関
す
る
文
献
を
蒐
録

し
て
、
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も

の
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
試
み
に
そ
の
隊
次
を
記
す

と
、

￥
7
ヒ
ぼ
ゴ
町

寡
酒
懸
　
明
治
以
前
の
伝
授
君

　
藍
作
り
方
伝
授
再

　
染
製
法
伝
授
書

　
麗
の
寝
さ
せ
方
（
染
の
製
法
）

第
弐
編
　
明
治
期
の
通
誌

　
阿
州
産
藍
之
説

　
阿
波
岡
藍
業
略
誌

第
参
編
　
明
治
以
後
の
研
究

　
阿
波
国
界
作
法

森
下
顧
之
助

森
下
顧
之
助

椎安
野　岡

麓百
資樹

吉
J
l
］

濃

霧

蓼
藍
及
其
製
品
二
関
ス
ル
研
究
成
績

阿
波
の
藍
作

阿
波
藍
の
寝
床
r

　
　
町
田
　
三
吉

徳
島
農
事
研
究
会

　
　
三
木
　
文
庫
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の
三
編
に
つ
い
で
、
第
鰯
編
は
参
考
文
献
と
し
て
農

業
全
書
な
ど
の
機
書
よ
り
、
藍
関
係
部
分
を
抜
粋
し

て
お
り
、
第
五
編
は
各
文
献
の
解
題
を
付
し
、
付
録

と
し
て
阿
波
藍
に
関
す
る
主
要
統
計
が
、
明
治
以
降

の
統
計
書
よ
り
作
成
さ
れ
付
加
さ
れ
て
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
・
本
書
は
、
三
献
の
み
な
ら
ず
統
計
迄

含
ん
で
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
阿
波
藍
の
時
代
的
展
淵

や
そ
の
比
重
を
窺
う
こ
と
の
で
ぎ
る
豊
富
な
内
容
を

も
つ
て
い
る
。
し
か
も
刊
行
に
当
っ
て
は
、
原
本
挿

図
を
も
写
真
図
版
と
し
て
含
め
、
綿
密
な
考
訂
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
解
題
ま
た
懇
切
で
あ

り
、
蒐
集
に
際
し
て
の
苦
心
の
程
を
充
分
察
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
恐
ら
く
本
書
は
、
そ
の
内
容
・
出
来

栄
え
か
ら
い
っ
て
、
私
ど
も
の
渇
を
癒
す
も
の
と
云

丸
よ
5
、

　
末
筆
な
が
ら
、
か
か
る
す
ぐ
れ
た
文
献
集
を
刊
行

さ
れ
た
三
木
産
業
橡
式
会
社
、
抵
長
三
木
与
吉
郎
氏

な
ら
び
に
一
二
木
文
庫
後
藤
捷
一
氏
の
御
努
力
に
対
し

て
厚
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
そ

の
修
史
購
業
を
続
行
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
、
簡

単
な
紹
介
の
筆
を
お
き
た
い
之
思
う
。
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学
界
消
息

　
史
学
研
究
会
関
係

二
月
例
会

　
瓢
　
日
μ
申
ハ
霞
　
（
土
）
　
妃
丁
後
｝
晴
　
　
　
於
楽
友
ム
ム
館

　
民
族
研
究
か
1
5
み
た
チ
ベ
ッ
ト
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
喜
鰭
　
　
二
獅
氏

　
チ
ベ
ッ
ト
王
の
蝕
居
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
長
　
氏

　
　
国
史
関
係

読
史
会
三
月
例
会

　
三
月
十
二
餌
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
陳
列
館
演
習
室

　
近
世
本
．
願
寺
教
練
確
立
の
前
提
　
児
玉
　
識
氏

　
八
時
間
労
鋤
日
綱
の
実
現
と

　
そ
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
灘
爾
氏

読
史
会
子
餓
会

　
二
月
二
十
九
日
（
月
）
午
後
三
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
楽
友
会
館

　
本
年
度
卒
業
生
八
名
は
じ
め
、
小
葉
田
・
赤
松
・

　
柴
田
教
授
、
山
揮
・
上
横
手
助
教
授
、
先
輩
か
ら
井

　
班
定
慶
・
奈
良
本
辰
．
也
・
平
霞
敏
治
郎
氏
ら
の
参

　
加
を
得
て
、
す
こ
ぶ
る
盛
会
裡
に
、
卒
業
生
の
前

　
途
を
祝
し
た
。

　
　
東
洋
史
関
係

予
離
日
　
二
月
二
七
羅
（
土
）

　
昭
和
ご
　
五
年
卒
業
生
の
予
鍍
会
は
二
月
最
後
の
土

　
曜
臼
、
楽
友
会
館
パ
ー
ラ
ー
で
開
か
れ
た
。
宮
崎

　
教
授
は
じ
め
教
官
・
先
輩
・
学
蛋
三
八
名
が
列
席

　
し
、
昼
食
を
共
に
し
、
　
「
予
饒
会
の
今
昔
」
な
ど

　
な
ご
や
か
な
話
題
の
中
に
門
繊
を
祝
っ
た
。

旧
舗
大
学
院
例
会

　
一
月
例
会
　
一
月
一
九
降
（
土
）
二
臨
楽
友
会
館

　
明
代
監
生
の
二
身
に
つ
い
て
　
　
　
　
谷
　
光
隆

　
北
周
政
権
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
子
秀
利

　
二
月
例
会
　
二
月
一
三
餌
（
土
）
二
時
　
楽
友
会
館

　
ス
タ
イ
ソ
文
書
（
9
ω
）
に
於
け
る
租
税
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姦
臣
憲
雄

　
刺
鮮
の
現
状
と
平
和
的
統
一
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
大
煕

　
三
月
例
会
　
三
月
ご
一
鐸
（
土
）
二
時
　
楽
友
会
館

　
清
代
の
商
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
本
重
巳

　
巾
近
東
の
近
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
谷
英
雄

『
東
洋
史
研
究
」
合
詐
会
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